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薬である (Bu3Sn)2 の固相への濃縮効果が相乗的に働き、併せて効率的な Troc 基の脱保護法を開発することができ
【53】
Scheme. 1.
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１）固相合成に適した Troc 基の脱保護法の開発 
 Troc 基の脱保護は通常、亜鉛粉末を用いた不均一条件下で行うため、これまで固相合成法には適応できなかった。
そこで、DMF 中、(Bu3Sn)2 を用い、加熱する条件で定量的に Troc 基を脱保護できることを見出した。さらに固相
上では疎水性試薬である (Bu3Sn)2 の固相への濃縮効果が相乗的に働き、効率的な Troc 基の切断が可能であった。 
２）固相上での効率的なグリコシル化反応の開発 
 固相法に適応したグリコシル化法として、溶媒にフルオラス溶媒であるノナフルオロブチルエーテルを加えること
で、これらの溶媒に難溶性の糖供与体が固相担体内に濃縮されグリコシル化の反応性が増大することを見出した。 
３）N-結合型糖タンパク質糖鎖の固相合成の検討 
 以上の方法を用いて、N-結合型糖タンパク質糖鎖のライブラリー構築を目指した固相合成を行った。まず、一般的
な N-結合型糖タンパク質糖鎖の合成に有用な５つのユニットをデザインし、各ユニットの合成法を確立した。続いて
フルオラス溶媒を用いるグリコシル化反応、および Troc 基の脱保護法を有効に活用しながら各ユニットを順次導入
し、複合型 N-結合型糖タンパク質糖鎖の共通中間体である５糖を得ることに成功した。 
 以上の成果は固相法による糖鎖の効率合成における基本的な課題を解決したものであり、今後様々な糖鎖合成への
展開を可能にするものである。よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
